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※ 特集「平成 30年度予算」は、４月 15日号に掲載します
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指定袋に入っていない
燃やすごみの回収を
終了します

　昨年から、リサイクルできる古紙およ
び草・剪定枝を「燃やすごみ」として出
す場合は、指定専用袋に入れていただく
ようお願いしてきました。市民の皆さん
のご理解によって、袋に入っていない古
紙や剪定枝が出されることが減少して
おり、袋利用に共感するご意見も多いこ
とから、3 月末をもって指定袋に入って
いない古紙や剪定枝の回収を終了しま
す。
指定専用袋に入れることで・・・
▶「地域で実施される資源回収」か「燃

やすごみ」かが明確になり、誤って
地域で実施される資源回収が燃やす
ごみとして回収されることを防ぎま
す。

▶枝木などが袋に入る大きさに統一さ
れることで、収集車や焼却炉などの設
備の故障を防ぎます。

※平成 28 年 7 月から新たに 40L タイ
プの指定袋を追加し、従来より大きい
ものが入るようになりました。

問い合わせ先　 清掃センター☎ 22-
2734、FAX24-7787

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

通
院
（
外
来
）
対
象
年
齢
を

拡
大
し
ま
し
た

　

通
院(

外
来)
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
は
、
こ
れ
ま
で
小
学
校

就
学
前
ま
で
で
し
た
が
、
４
月
診

療
分
よ
り
小
学
３
年
生
（
９
歳
に

達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）

ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

福
祉
医
療
費
受
給
券
（
子
ど
も
医

療
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
交
付
申
請
書
を
提
出
し

た
人
に
は
、
4
月
1
日
㈰
よ
り
有

効
の
福
祉
医
療
費
受
給
券
（
子
ど

も
医
療
）
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
い

な
い
人
は
、
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
と

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差

額
通
知
」
を
送
付
し
ま
す

医
療
費
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
の
加
入
者
に
、「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る

保
険
料
な
ど
を
、
医
療
費
と
し
て

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
適
切

な
受
診
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
よ

う
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
同
じ
月
に
医
療

機
関
で
受
診
し
た
人
の
医
療
費
を
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
は
世

帯
ご
と
に
年
６
回
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
加
入
者
に
は
加
入
者
ご
と

に
年
３
回
、
お
知
ら
せ
し
て
い
る

も
の
で
す
。

※
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、

医
療
費
控
除
の
申
告
手
続
き
で

医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
へ

お
届
け
す
る
月
を
、
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

１
回
目　

８
月
→
９
月

２
回
目　

11
月
→
翌
年
２
月

３
回
目　

翌
年
３
月
（
変
更
な
し
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

　

加
入
者
の
う
ち
、
調
剤
薬
局
か

ら
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
人
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
た
場
合
、
自
己
負
担
額
が
軽
減

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
人
を
対
象

に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差

額
通
知
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
軽

減
で
き
る
金
額
の
目
安
を
記
載
し

た
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
に
は
加
入
者
ご
と
に
年
４
回
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
に
は

加
入
者
ご
と
に
年
２
回
お
知
ら
せ

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
加
入

の
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
、
滋
賀
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎

０
７
７-

５
２
２-

３
０
１
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
２-

３
０
２
３
番

２
０
１
８
・
２
０
１
９
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料

　

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、
保
険
料
負
担
の
急
増
を
緩
和

す
る
と
と
も
に
、
経
済
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
、
４
月
１
日
㈰
か
ら

現行

7割

2割

5割

軽減なし

4月から

健康保険などの
被扶養者だった人の
均等割

保険料の軽減割合

所得が低い人（※）
の所得割

変更になる保険料

※総所得金額等から基礎控除の33万円を差し
　引いた金額が58万円以下の人

４月からの保険料率
保険料率

現行
（2016、2017年度）

被保険者均等割額

改定後
（2018、2019年度）

所得割率（※）

年間保険料の上限額

45,242円

8.94％

57万円

43,727円

8.26％

62万円

※「所得割額」の計算方法：総所得金額等から基礎控除の33万円を差し引いた
　金額×上記の割合

区分

だ
さ
い
。

※
4
月
1
日
㈰
以
降
に
滋
賀
県
内

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

健
康
保
険
証
と
福
祉
医
療
費
受

給
券
（
子
ど
も
医
療
）
を
一
緒
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
県
外
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
は
、

一
旦
健
康
保
険
の
自
己
負
担
分

の
支
払
い
が
発
生
し
ま
す
が
、

保
険
年
金
課
で
払
い
戻
し
の

申
請
を
す
れ
ば
、
自
己
負
担
分

の
医
療
費
を
お
返
し
で
き
ま
す
。

※
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
入
院
費
の
助
成
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
福
祉
医
療
費
受

給
券
の
交
付
は
な
い
た
め
、
医

療
機
関
で
医
療
費
を
支
払
っ
た

後
、

保
険
年
金
課
で
払
い
戻

し
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
払
い
戻
し
の
申
請
に
必
要
な
も

の
】
領
収
書
（
保
険
点
数
な
ど
が

４
月
か
ら
市
立
病
院
の

組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

▼
入
退
院
支
援
室
の
新
設

　

患
者
さ
ん
の
入
院
時
か
ら
退
院

後
の
在
宅
や
施
設
で
の
療
養
が
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
退

院
を
見
据
え
た
支
援
を
行
う
た

め
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
内
に
入

退
院
支
援
室
を
新
設
し
ま
す
（
左

図
の
と
お
り
）。

▼
診
療
科
の
再
編

　

診
療
科
名
を
具
体
的
に
表
し
、

患
者
さ
ん
が
よ
り
適
切
に
専
門
的

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
循

環
器
科
を
循
環
器
内
科
に
名
称
変

更
す
る
と
と
も
に
、
呼
吸
器
科
を

呼
吸
器
内
科
と
呼
吸
器
外
科
に
分

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
職

員
課
☎
22-

６
０
５
０
番
（
内

線
３
５
０
２
番
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

産
婦
人
科
の
木
曜
日
診
療
が

完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
産
婦
人
科
の
外
来
診

療
は
、
木
曜
日
を
完
全
予
約
制
と

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
完
全
予
約
制
と
し
て
い
た
水
曜

日
の
外
来
診
療
は
、
通
常
診
療
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
産

婦
人
科
外
来
受
付
（
６
ブ
ロ
ッ

ク
）
☎
22-

６
０
５
０
番
（
内

線
２
６
０
２
番
）

地域連携センター

患者家族支援室

地域医療連携室

在宅医療支援室

(新設)入退院支援室

訪問看護ステーション

（療養相談・退院調整）

（他院からの紹介・調整）

（在宅での医療的サービス）

（入退院支援）

（在宅での看護的サービス）

保
険
料
率
を
左
表
の
と
お
り
改
定

し
ま
す
。

※
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
に
下

表
の
と
お
り
変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
低
い
人
の
保
険
料
の
均
等

割
額
（
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負

担
す
る
保
険
料
）
の
軽
減
の
範
囲
を

拡
大
し
ま
す

　

世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所

得
が
一
定
以
下
の
人
は
、
均
等
割

額
が
「
９
割
」「
８
・
５
割
」「
５

割
」「
２
割
」
の
い
ず
れ
か
の
場

合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
額
の
通
知
は
、
７
月
中

旬
に
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
。

　

詳
細
は
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.shigakouiki.jp/index.

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

保
険

料
課
☎
30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
滋

賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
０
７
７-

５
２
２-

３
０
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
２-

３
０
２
３
番

副市長に
山田  静

し ず

男
お

さん

　

　任期は、2018 年４月
１日から 2022 年３月
31 日までの４年間です。

わ
か
る
も
の
）、
印
鑑
、
振
込
先

口
座
の
通
帳
、
助
成
対
象
者
の

健
康
保
険
証
（
小
学
４
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院
費
の
助
成

の
み
）、
高
額
療
養
費
・
附
加

給
付
な
ど
の
支
払
決
定
通
知
書

（
該
当
す
る
人
の
み
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

保

険
年
金
課
☎
30-

６
１
３
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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彦根市 オリジナル原付ナンバー を
作成します

申込・問い合わせ先　  税務課市民税係
　☎ 30-6140、FAX22-1398

原付バイクとミニカーのナンバープレート２種類 (10月頃交付開始予定 )

ひこにゃんがデザインされたプレートの投票 を行います

投票期間　4 月 6 日㈮ 〜 同 20 日㈮
投票場所　 税務課（彦根駅西口仮庁舎 3 階）、支所、各出張所、市立図書館、滋賀大学、滋賀県立大学、聖泉

大学、ビバシティ彦根（１階センターモール）

投票方法　各投票所に設置している投票用紙に、好きなデザインを 2 つ選ぶなど必要事項を記入し、投票箱
に投函してください。彦根市ホームページからも投票できます。※投票は１人１回のみ

投票数の多かったデザイン１つをひこにゃんナンバーとして作成します

ひこにゃんナンバーデザイン候補はこの６つ！

※ 排気量と車種により下地の色が変わります（50cc 以下：白色、50cc 超 90cc まで：薄黄色、90cc 超 125cc まで：薄桃色、
ミニカー：薄青色）。デザインの詳細は、市内設置のポスターまたは彦根市ホームページをご覧ください。

▲ホームページへ
はこちらからアク
セスできます

皆
さ
ん
の
投
票
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　彦根市のキャラクター「ひこ
にゃん」がデザインされたプレー
トです。下記のデザインから好き
なプレートを選んで投票してく
ださい。

Now
Mak

ing

現在作成中

　彦根市に愛着を持って
いただけるようなデザイ
ンのプレートです（ひこ
にゃんはデザインされていま

せん）。

＜ひこにゃんナンバー＞ ＜オリジナルナンバー＞

42018・4・1

市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
ま
た

は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
住
宅
の

改
修
な
ど
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、
居
住
環
境
の
向
上
、
定
住

人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

対
象
工
事　

次
の
①
〜
③
を
全
て

満
た
し
て
い
る
工
事

①
「
増
築
、
改
築
、
修
繕
な
ど
の

工
事
」「
下
水
道
工
事
」「
外
構

工
事
」「
防
犯
対
策
工
事
」「
省

エ
ネ
対
策
工
事
」
の
い
ず
れ
か

の
工
事
（
新
築
工
事
お
よ
び
新
築

工
事
と
併
せ
て
行
う
工
事
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
30
年
度
中
の
工
事
（
４
月

１
日
以
降
に
着
工
し
、
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
）

③
助
成
対
象
工
事
の
経
費
が
20
万

円
以
上
（
消
費
税
を
含
む
）
の
工

事
※
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

本
事
業
と
併
せ
て
、
他
の
補
助

（
国
・
県
や
彦
根
市
）
を
受
け
る

場
合
、
そ
の
補
助
金
額
は
、
助

成
対
象
経
費
か
ら
外
し
ま
す
。

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
本
事
業
の「
手
引
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
手
引
き
」

は
、

地
域
経
済
振
興
課
（
彦

根
駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）、
支
所
、

各
出
張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅　

市
内
の
住
宅
。
た
だ

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合

住
宅
は
自
己
所
有
部
分
の
み

が
、
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅

は
居
住
部
分
の
み
が
対
象
で

す
。
事
務
所
や
店
舗
、
賃
貸
ア

パ
ー
ト
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

申
請
要
件　

次
の
①
〜
④
を
全
て

満
た
す
こ
と

①
申
請
者
は
、
市
内
の
住
宅
に
居

住
し
、
そ
の
場
所
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る

②
申
請
す
る
住
宅
（
外
構
工
事
の
場

合
は
、
そ
の
住
宅
の
敷
地
を
含
む
）

は
、
申
請
者
ま
た
は
そ
の
２
親

等
内
の
親
族
が
所
有
し
て
い
る

③
申
請
者
は
、
申
請
時
に
市
税
の

滞
納
が
な
い

④
申
請
す
る
住
宅
（
そ
の
住
宅
の
敷

地
を
含
む
）
の
固
定
資
産
税
に

滞
納
が
な
い

▼
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
の
住
宅
、
同
一
の
敷
地
内
お

よ
び
同
一
人
に
対
し
て
１
回
限

り
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
、同
29
年
度
に「
住

も
う
よ
！
ひ
こ
ね
」
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
利
用
し
た
人
は
、
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
お
よ
び
土
地

が
共
有
名
義
で
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
個
人
の
施
工
業
者
が
自
ら
の
住

宅
の
改
修
な
ど
を
行
う
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額　

①
助
成
対
象
工
事
経
費
の
10
％

で
、
最
高
10
万
円
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）

②
次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
に
該
当

す
る
場
合
は
、
助
成
工
事
経
費

の
15
％
で
、
最
高
15
万
円
（
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

移
住　

平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
交
付
申
請
日
ま
で
に
彦
根

市
外
か
ら
彦
根
市
に
転
入
し

て
い
る

新
婚　

平
成
29
年
４
月
１
日
以

後
に
婚
姻
の
届
出
を
し
、
同

居
し
て
婚
姻
を
継
続
し
て
い

る
子
育
て　

中
学
生
以
下
の
人
が

同
居
し
て
い
る

三
世
代
同
居　

親
・
子
・
孫
な

ど
の
三
世
代
以
上
が
同
一
の

敷
地
内
に
居
住
し
て
い
る

※
各
世
帯
と
も
交
付
申
請
日
に

世
帯
全
員
が
住
民
登
録
し
、

同
居
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

「
住
も
う
よ
！ 

ひ
こ
ね
」
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

市
内
業
者
で
施
工
す
る

リ
フ
ォ
ー
ム
の
経
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

申
込
方
法　
「
第
１
回
事
前
申
し

込
み
」　

地
域
経
済
振
興
課
、

支
所
、
各
出
張
所
に
あ
る
「
事

前
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、

地
域
経
済
振
興
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
　

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
抽
選
を
行
い

ま
す
。

受
付
期
間
（
第
１
回
事
前
申
込
み
）

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈭

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
「
第
２
回
事
前
申
し
込
み
」
は
、

９
月
３
日
㈪
か
ら
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
ひ

こ
ね
９
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま

す
。

留
意
事
項　

事
前
申
し
込
み
を
す

る
人
は
、
当
選
に
備
え
、
工
事

前
に
、
本
事
業
の
「
手
引
き
」

を
ご
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
が
不
足
す
る
場
合
は
、
申
請

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
、
工
事
前
に
工
事

箇
所
の
詳
細
な
写
真
を
撮
影
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
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特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
は
、対

象
者
に
年
３
回
（
４
月
、
８
月
、
12

月
）
に
分
け
て
、
各
支
給
月
の
前

月
ま
で
の
４
か
月
分
を
支
給
す
る

も
の
で
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、
対
象
者
に
年
４

回
（
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月
）
に

分
け
て
、
各
支
給
月
の
前
３
か
月

分
を
支
給
す
る
も
の
で
、
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

各
手
当
額　

法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

（
上
表
の
と
お
り
）。

対
象

特
別
児
童
扶
養
手
当　

20
歳
未
満

の
在
宅
の
心
身
障
害
（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
〜
３
級
、
療
育
手
帳
Ａ

１
〜
Ｂ
１
に
該
当
す
る
程
度
）
の
あ

る
児
童
の
父
母
ま
た
は
養
育
者

（
施
設
入
所
す
る
と
対
象
外
に
な
り

ま
す
）

特
別
障
害
者
手
当　

20
歳
以
上
で
、

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
人
（
寝

た
き
り
の
人
や
、
知
的
・
精
神
の
障

害
な
ど
の
た
め
介
助
な
し
で
日
常
生

活
の
動
作
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
人

な
ど
。
施
設
入
所
し
た
り
、
３
か
月

以
上
入
院
し
た
り
す
る
場
合
は
対
象

外
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
手
帳

の
有
無
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）　

障
害
児
福
祉
手
当　

20
歳
未
満
で
、

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
人（
施
設
入

所
す
る
場
合
は
対
象
外
。
手
帳
の
有

無
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

※
障
害
者
手
帳
の
等
級
変
更
な
ど
、

障
害
の
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た

場
合
は
、
支
給
対
象
に
該
当
す

る
か
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
　

所
定
の
診
断
書
ま
た
は
手

帳
と
請
求
書
類
を

障
害
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必

要
な
書
類
は

障
害
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
受

給
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

所
得
制
限

特
別
児
童
扶
養
手
当　

障
害
児
の

父
母
（
養
育
者
）
や
、
生
計
を
同

一
に
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が
、
い
ず
れ

も
定
め
ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲

内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
、
い
ず
れ
も
定
め
ら

れ
た
限
度
額
の
範
囲
内
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

※
毎
年
８
月
に
、
所
得
状
況
な
ど

支
給
要
件
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

障

害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

３月分まで（月額）

1級（重度障害）51,450円

2級（中度障害）34,270円

26,810円

14,580円

14,580円

4月分から（月額）

1級（重度障害）51,700円

2級（中度障害）34,430円

26,940円

14,650円

14,650円

特別児童扶養手当

特別障害者手当

障害児福祉手当

福祉手当（経過措置）

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃
・
自
動
車
燃

料
費
を
助
成
し
ま
す

　

障
害
が
あ
る
人
の
積
極
的
な
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
タ
ク

シ
ー
運
賃
ま
た
は
自
動
車
燃
料
費

の
い
ず
れ
か
の
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
（
ど
ち
ら
か
１
つ
を
選
択
）。
交

付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
額

年
額
１
万
２
千
円
（
５
０
０
円
×

24
枚
）

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
額

　

前
期
分
（
４
月
〜
９
月
分
）

　

３
千
円
（
３
０
０
円
×
10
枚
）

後
期
分
（
10
月
〜
３
月
分
）

　

３
千
円
（
３
０
０
円
×
10
枚
）

対
象　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、障
害
者
支
援
施
設
、

児
童
福
祉
施
設
、
老
人
福
祉
施

設
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
人
で
、
市
民
税
所

得
割
額
（
平
成
29
年
度
課
税
）
が

16
万
円
未
満
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
障
害
の
あ
る

人　▼
肢
体
障
害
の
う
ち
下
肢
障
害
、

体
幹
機
能
障
害
ま
た
は
移
動

機
能
障
害　

▼
視
覚
障
害　

▼
内
部
障
害
（
免
疫
機
能
障
害
を

含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
が

交
付
さ
れ
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
が
交
付
さ
れ
て

い
る
人

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
生
計
が
同
じ

で
あ
る
家
族
が
、
自
動
車
を
所

有
し
運
転
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

受
付
開
始
日　

４
月
２
日
㈪

持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
印
鑑

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
は
、

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
車
検
証
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

障

害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

自閉スペクトラム症（ASD）

学習症（LD） 注意欠如・多動症（ADHD）

▶言葉や視線・表情・ジェスチャー
などによる相互的なやりとり
や友人関係の構築が苦手

▶こだわりが強い、興味の対象が
限られている、 特定の感覚に過
敏または鈍感　など

▶「読む」「書く」「計算する」
などの能力が、 全体的な知
的発達に比べて極端に苦手

▶話はできるのに文章が読め
ない

▶文字は読めても正しく書け
ない

▶計算が苦手　など

▶不注意（集中することが
苦手、忘れ物やケアレス
ミスが多い）

▶ 衝動性（待つことや我慢
することが苦手）

▶多動性（落ち着きがなく
じっとしていられない）

　　　　　　　　　など

知的能力障がい

知的な遅れを伴う
こともある

発達障がいの特性

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
の

就
学
に
必
要
な
経
費
を
負
担
す
る

こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、
学
用

品
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

彦
根
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る

子
ど
も
が
い
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

▼
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

▼
児
童
扶
養
手
当
（「
児
童
手
当
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い

る
人　

▼
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人　
　

▼

教
育
委
員
会
が
就
学
援
助
費

の
受
給
が
必
要
と
認
め
る
人

給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
方
法　

各
小
・
中
学
校
ま
た

は

教
育
委
員
会
（
市
民
会
館
２

階
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
子
ど
も

が
在
学
し
て
い
る
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
他
市
町
村
の
場
合
は
、
所

得
を
証
明
す
る
書
類（
平
成
30
年

度
課
税
証
明
書
な
ど
で
前
年
の
所
得

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）の
添
付

が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
援
助
は
認
定
日

以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
日（
学
校
に
申
請
書
を
提
出
し

た
日
）
が
そ
の
月
の
16
日
か
ら

月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
た

と
き
は
、
翌
月
分
か
ら
の
給
付

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が

新
し
く
誕
生
し
ま
す

　

４
月
か
ら
子
ど
も
療
育
セ
ン

タ
ー
と
発
達
支
援
室
が
一
緒
に
な

り
、
新
し
く
「
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
発
達
に

不
安
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
次
の
こ
と
を

行
う
機
関
で
す
。

▼
発
達（
障
が
い
）に
つ
い
て
の
相
談

　

発
達
の
全
般
的
な
こ
と
や
発
達

障
が
い
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
こ
と
ば
の
相
談

　

小
学
校
入
学
前
の
人
で
、
発
音

な
ど
言
葉
に
つ
い
て
心
配
を
し
て

い
る
人
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

▼
療
育
教
室
（
あ
す
な
ろ
教
室
）

　

発
達
に
心
配
の
あ
る
小
学
校
入

学
前
の
子
ど
も
と
家
族
が
通
い
、

遊
び
な
ど
を
通
し
て
発
達
を
促
し
、

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

▼
親
子
療
育
教
室
つ
ぼ
み

　

発
達
に
心
配
の
あ
る
入
園
前
の

子
ど
も
と
家
族
が
通
い
、
親
子
遊

び
な
ど
を
通
し
て
子
育
て
を
応
援

し
ま
す
。

▼
相
談
支
援
事
業
「
め
ば
え
」

　

児
童
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
る
児

童
発
達
支
援
事
業
に
よ
る
療
育
支

援
を
受
け
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
な

ど
利
用
計
画
を
立
て
た
り
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
発
達
障
が
い
に
関
す
る
啓
発
や

研
修
会
の
開
催

　

発
達
障
が
い
啓
発
週
間（
４
月
２

日
〜
同
８
日
）
を
は
じ
め
と
す
る
啓

発
や
、
市
民
向
け
研
修
会
の
開
催

な
ど
を
行
い
ま
す
。

知
っ
て
く
だ
さ
い

発
達
障
が
い
の
こ
と

　
「
発
達
障
が
い
」
と
は
、生
ま
れ

も
っ
た
発
達
上
の
個
性
（
特
性
）
が

あ
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
困
難

を
き
た
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。

　

発
達
障
が
い
の
原
因
は
、
ま
だ

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
脳

の
機
能
の
偏
り
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
育
て
方
や
本
人

の
努
力
不
足
な
ど
に
よ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
ど
も

だ
け
の
障
が
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
特
性
の
現
れ
方
に
は
個
人
差

が
あ
り
、
そ
の
人
の
現
状
に
合
わ

せ
た
支
援
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
（
平
田
町
５
９
７-

１　

旧
子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
）
☎
47-

３
４
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
８
８
６
番
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稲枝地区体育館と市立稲枝中学校運動場照明
設備の使用受付方法などの変更

　稲枝地区体育館と市立稲枝中学校運動場照明設備
の使用申請受付は、稲枝地区公民館 ( 本庄町 60) で
行っていますが、5 月 1 日㈫より申請先を変更しま
す ( ※ 2)。
申請先　( 一社 ) 彦根市スポーツ協会（稲部町 607-1 稲

枝商工会館内）（日曜日、祝日は、休業日）

市立小・中学校の体育施設の
使用ルールの一部変更

　市立小・中学校体育館をより多くの人に使用して
いただけるように、一部の日程については 教育委
員会保健体育課で受付しています。また、４月１日
㈰より、市立小・中学校体育施設の開放時間（土・日
曜日、祝日）を 8：30 〜 21：30 に拡大しました。
　使用可能日程や申込方法など、詳しくは彦根市
ホームページをご覧ください。

スポーツ用具の貸出、体育施設の使用のお知らせ

ニュースポーツ・体力測定用具の
貸出方法などの変更

　これまで、ニュースポーツ・体力測定用具の貸出
は、 市民体育センターで行っていましたが、同セ
ンターの閉館に伴い、4 月 2 日㈪より借用申込先な
どを変更します。
＜ 4 月 2 日㈪から同 30 日 ( 月 · 振 ) まで＞
借用申込先　 教育委員会保健体育課（尾末町 1-38）
（土・日曜日、祝日は、休業日）

＜ 5 月 1 日㈫以降（※１）＞
借用申込先　( 一社 ) 彦根市スポーツ協会（稲部町

607-1 稲枝商工会館内）（日曜日、祝日は、休業日）　　
※貸出場所は、申込時に説明します。

　それぞれ詳しくは彦根市ホームページをご
覧ください。また、彦根市ホームページでは、
市内および近隣の体育施設などの情報も掲載
しており、随時更新していきます。

運
営
事
業
者
が
変
わ
り
ま
す

彦
根
市
権
利
擁
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

4
月
1
日
か
ら
3
年
間
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
、（
社
福)

彦
根
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
運
営
事
業

者
の
変
更
に
伴
い
、
電
話
番
号
な

ど
が
変
わ
り
ま
し
た
。

名
称　

彦
根
市
権
利
擁
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
２

階
（
平
田
町
６
７
０
）

☎️　

22-

２
８
５
５
番

Ｆ
Ａ
Ｘ　

22-

２
８
５
６
番

彦
根
市
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
は

　

成
年
後
見
の
利
用
な
ど
、
権
利

擁
護
に
関
す
る
専
門
相
談
機
関
で

す
。
最
寄
り
の
相
談
機
関
で
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
障
害

者
相
談
支
援
事
業
所
、
市
の
関
係

課
を
専
門
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番
、

障
害
福

祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

高
宮
町
公
衆
便
所
を
新
設

し
ま
し
た

　

中
山
道
宿
場
街
と
し
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
高
宮
宿
の
大
鳥

居
近
く
に
、
公
衆
便
所
が
で
き
ま

し
た
。

名
称　

高
宮
町
公
衆
便
所

使
用
開
始
日　

４
月
１
日
㈰

使
用
時
間　

常
時
開
設

場
所　

高
宮
出
張
所
付
近
（
東
向

か
い
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番 高宮出張所

郵便局

中山道
高宮鳥居前交差点

高宮商工会館

大鳥居

消
防
団
車
庫

高宮町公衆便所

※
評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る
場
合

で
も
、
負
担
調
整
措
置
（
税
額

が
急
に
上
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、

少
し
ず
つ
税
額
を
上
げ
て
い
く
措

置
）
に
よ
っ
て
税
額
が
上
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
の
評
価
替
え

　

家
屋
の
評
価
額
は
、「
再
建
築

費
（
※
１
）」
と
「
経
年
減
点
補
正

率
（
※
２
）」
を
か
け
て
計
算
し
ま

す
。

　

評
価
替
え
で
は
、
過
去
３
年
間

の
建
築
物
価
の
「
変
動
率
」
を

か
け
て
、「
再
建
築
費
」
を
計
算

し
直
し
ま
す
。
今
回
の
変
動
率

は
、
平
成
25
年
７
月
と
同
28
年
７

月
の
工
事
原
価
を
比
較
し
て
定
め

ら
れ
、
下
表
の
と
お
り
上
昇
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
評
価
額
の
減

少
が
小
さ
い
、
あ
る
い
は
前
年
度

と
同
じ
評
価
額
に
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
前
年
度
よ
り
評

価
額
が
上
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
１　

対
象
と
な
る
家
屋
を
同
じ

場
所
に
も
う
一
度
新
築
す
る
場

合
の
建
築
費
を
、
国
が
定
め
た

評
価
基
準
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
も
の
。

※
２　

家
屋
の
経
過
年
数
に
応
じ

た
補
正
率
。
下
限
ま
で
下
が
り

き
っ
て
い
る
古
い
家
屋
は
、
そ

れ
以
上
は
下
が
り
ま
せ
ん
（
通

常
の
木
造
住
宅
で
は
25
年
、
軽
量
鉄

骨
造
住
宅
で
は
30
年
か
け
て
下
限
に

達
し
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資

産
税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

評価替え年度
（工事原価の時点）

平成30年度
（平成28年７月）

木造

1.05

非木造

1.06

建築物価の変動率

平
成　

 

年
度
は
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
の
年
で
す

土
地
と
家
屋
の
固
定
資
産
税
額

の
も
と
に
な
る
評
価
額
は
、
３
年

ご
と
に
見
直
し
（
評
価
替
え
）
を

行
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

４
月
２
日
㈪
か
ら
、
縦
覧
・
閲

覧
を
開
始
す
る
新
年
度
の
評
価
額

は
、
次
の
よ
う
な
見
直
し
を
し
た

も
の
で
す
。
納
税
通
知
書
は
５
月

に
発
送
し
ま
す
。

土
地
の
評
価
替
え

　

土
地
の
価
格
は
、宅
地
・
田
・
畑
・

山
林
な
ど
の
種
類
別
に
、
定
め
ら

れ
た
評
価
方
法
で
計
算
し
ま
す
。

︿
宅
地
の
評
価
﹀

　

市
内
を
土
地
の
利
用
状
況
の
似

た
区
域
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、「
地

価
公
示
価
格
」「
鑑
定
価
格
」
を

も
と
に
そ
の
区
域
内
の
標
準
的
な

宅
地
の
価
格
を
求
め
、
そ
の
価
格

の
７
割
を
め
ど
に
、
評
価
額
を
算

出
し
ま
す
。

　

宅
地
の
価
格
は
、
宅
地
が
接
す

る「
街
路
の
状
況
」「
土
地
の
形
状
」

に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。
前
回
評

価
替
え
か
ら
の
３
年
間
の
異
動
を

現
地
調
査
や
航
空
写
真
な
ど
に
よ

り
把
握
し
見
直
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は

評
価
額
が
下
落
し
た
り
、
上
昇
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

30

春の全国交通安全運動 4 月 6 日㈮～同 15 日㈰
守ろう！交通ルール 。広げよう思いやりの輪。

　新生活が始まる季節です。楽しい生活を過ごすために、「思いやり・ゆず
り合い」の気持ちを持って、交通事故にあわないよう注意しましょう。

4 月 10 日㈫ は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

　問い合わせ先　 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-5211

申込・問い合わせ先　  教育委員会保健体育課☎ 24-7975、FAX23-9190
　　　　　　　　　　（※ 1、2 は ( 一社 ) 彦根市スポーツ協会☎ 30-9674）

４月１日から運用開始
違反対象物公表制度

　 消防本部では、屋内消火栓設備、スプ
リンクラー設備、自動火災報知設備が設置
されていない重大な消防法令違反のある建
物を、ホームページ上でお知らせする「違
反対象物公表制度」を 4 月 1 日から運用
開始します。
※詳しくは彦根市ホームページをご覧くだ

さい。
問い合わせ先　 消防本部予防課☎ 22-

0332、FAX22-9427
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子育て中の皆さん、地域の公民館などで開催してい
る「わいわいひろば」に参加して、遊びながらいろい
ろお話ししませんか。

乳幼児とその親や祖父母が集まり、自由に遊び、話
をする中で、友達ができたり、子育て情報やアドバイ
スがもらえたりします。
開催日など　下表のとおり　５月〜平成 31 年２月に

毎月１回開催（高宮地域文化センター、南老人福祉センター

は４月〜平成 31 年３月に開催）。
※開催日は祝日などのため変更される場合があります。

詳しくはお問い合わせください。
時間　10：00 〜 11：30
申込　不要　
費用　無料　
問い合わせ先　 子ども・若者課☎ 49-2251、

FAX26-1768

会 場 開 催 日

西地区公民館（本町一丁目）

中地区公民館（大藪町）

河瀬地区公民館（森堂町）

高宮地域文化センター（高宮町）

鳥居本地区公民館（鳥居本町）

南老人福祉センター（田原町）

旭森地区公民館（正法寺町）

  〃  第3木曜日（8月は第2木曜日）

  〃  第3木曜日（8月、3月は第1木曜日）

  〃  第2水曜日（1月は第4水曜日）

  〃  第4金曜日
（8月、11月は第5金曜日、12月は第3金曜日）

  〃  第4金曜日（11月、12月は第2金曜日）

  〃  第2火曜日（8月は第3火曜日）

毎月第3木曜日（8、11、1月は第4木曜日）

わいわいひろば
意見の件数　　　　　　  　   0 件

問い合わせ先　 社会福祉課社会係
☎ 23-9590、FAX26-1768

彦根市福祉センター群
適正管理計画（素案） 意見公募手続制度結果

意見の件数　　　　　　  　   0 件

問い合わせ先　 子ども・若者課
　☎ 49-2251、FAX26-1768

彦根市子ども関連施設
適正管理計画（素案）

意見の件数　　　　　　  　   0 件

問い合わせ先　 障害福祉課
　☎ 27-9981、FAX26-1767

ひこね障害者まちづくりプラン
（第４期彦根市障害者計画、第５期彦
根市障害福祉計画、第１期彦根市障害
児福祉計画）（素案）

意見の件数　　　　　　  　   0 件

問い合わせ先　 教育委員会生涯学
習課☎ 24-7974、FAX23-9190

彦根市集会施設
適正管理計画（素案）

意見の件数　　　　　　  　   1 件

案の修正を行うもの　　  　   0 件
案の修正を行わないもの  　   1 件
すでに案に記載済みのもの　  0 件
その他　　　　　　　　  　   0 件

問い合わせ先　 都市計画課計画・開
発 調 整 係 ☎ 30-6124、FAX24-
8517

彦根市立地適正化計画（素案）

意見の件数　　　　     2 件（1 人）

案の修正を行うもの　　  　   1 件
案の修正を行わないもの  　   1 件
すでに案に記載済みのもの　  0 件
その他　　　　　　　　  　   0 件

問 い 合 わ せ 先　 都 市 計 画 課 景
観・まちなみ保全室☎ 30-6124、
FAX24-8517

彦根市歴史的風致維持向上計画（素案）

子どもセンター からのお知らせ

申し込みや詳しい内容などは、子どもセンターまでお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　　子どもセンター　☎28-3645、FAX28-3646

赤ちゃんひろば
内容　赤ちゃんを遊ばせながら、保護者同士が交流できる
　ひろばです。開催時間中は自由に参加できます。
日時　4 月 19 日㈭　13：30 〜 14：30
対象　２〜８か月児とその保護者
費用　無料

子ども教室
春だ！自分で作ったスライムで遊ぼう！
内容　洗濯のりを使って、簡単にスライムが作れます。
　手作りおもちゃで楽しく遊びましょう。
日時　4 月 21 日㈯　13：30 〜 15：00
対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）　　定員　20 人（先着順）　　費用　300 円
持ち物　空きペットボトルかナイロン袋（作ったスライムを持ち帰る場合）

申込期間　4 月 7 日㈯〜同 18 日㈬　※電話か直接窓口で申し込んでください。

子どもセンター からのお知らせ

申し込みや詳しい内容などは、子どもセンターまでお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　　子どもセンター　☎28-3645、FAX28-3646

▶
楽
し
く
ス
ラ
イ
ム
を
作

り
ま
す
（
昨
年
の
様
子
）

の
び
る
〜
〜
〜

■なぜ低炭素社会を目指す必要があるの？
　　低炭素社会とは二酸化炭素の排出が少ない社

会のことです。
　　大気中の二酸化炭素が増えると、地球が宇宙に

放出するはずの熱が大気中に封じ込められ、温暖
化が進みます。温暖化対策を行わなかった場合、
21 世紀末には、平均海面水位が最大 82cm 上
昇する可能性が高いとされています。その他にも、
洪水や干ばつ、農作物などへの影響があると考え
られています。

■ COOL CHOICE とは
　　COOL CHOICE は、「賢い選択」という意味で

す。
　　2030 年に向けて、日本全体で温室効果ガスの

排出量を 2013 年度比で 26％削減するという
目標を達成するため、省エネや二酸化炭素の排出
量が少ない製品やサービス、行動など、温暖化防

止に効果があり、快適な暮らしにつながる「賢い
選択」をしていく取り組みです。

■ COOL CHOICE の取り組み例
　▶夏場にクールビズ（涼しい服装で仕事をすること）

を実践する
　▶ふんわりとアクセルを踏んで、エコドライブを

実践する
　▶旅行に行くときは電車を利用する　など

どれも、ちょっとした心がけで簡単にできます
が、意識しないとなかなかできないことです。二酸
化炭素の排出を抑えるために、自身にあった方法で
COOL CHOICE を実践してみませんか。

問い合わせ先
　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-0395

　低炭素社会推進トピックス
　　　　　　　　　　COOL CHOICE（クールチョイス）とは

意見の件数　　　　     21 件（2 人）

案の修正を行うもの　　  　 12 件
案の修正を行わないもの  　   7 件
すでに案に記載済みのもの　  0 件
その他　　　　　　　　  　   2 件

問い合わせ先　 介護福祉課
　☎ 23-9660、FAX26-1768

第７期彦根市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画（素案）
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子
育
て
家
族
の
講
座

英
語
で
ふ
れ
あ
い
遊
び

︿
内
容
﹀
　

英
語
講
師
と
一
緒
に
曲
に

合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
ダ
ン
ス
し
た

り
す
る
な
ど
、英
語
に
触
れ
て
遊
び

ま
す
。　
︿
日
時
﹀

 
４
月
16
日
㈪　

午

前
10
時
〜
正
午　
︿
場
所
﹀

市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
里
根
町
）
集
会
室　

︿
対
象
﹀
１
〜
３
歳
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　
︿
定
員
﹀
10
組
（
先
着

順
）　
︿
費
用
﹀２
０
０
円　
︿
申
込
開

始
日
時
﹀４
月
２
日
㈪　

午
前
９
時　

︿
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
﹀

市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

３

５
８
２
番　

※
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
か
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

太極拳 in 金亀公園

　年齢に関係なく、初めての人も参加できます。
日時　4 月 14 日〜 6 月 30 日
　　　毎週土曜日（全 12 回）※雨天中止
　　　7：00 〜 7：40　 

場所　金亀公園（金亀町）エントランス広場
費用　無料
申込　不要
講師　北川　はつ江さん
　（彦根市武術太極拳連盟所属講師）ほか
問い合わせ先
　髙木・技研特別共同体☎ 21-3923

教育委員会文化財課、歴史民俗資料室、彦根城世
界遺産登録推進課の職員が、これまでの業務の中で調
査・研究した成果を、市内各所に出向いてわかりやす
く説明します。自治会や老人会の研修、学校での郷土
学習などにご利用ください。

出前講座のテーマ例　下表のとおり　
時間　１〜２時間程度　
費用　無料（資料費・材料費は実費負担です）
日時など　ご相談に応じます。　
申込期限　開催希望日の１か月前（講座の準備などのため）

＜文化財出前講座＞

申込・問い合わせ先　　教育委員会彦根城世界
遺産登録推進課☎26-5834、FAX27-3554

申込・問い合わせ先　　教育委員会文化財課、歴
史民俗資料室☎26-5833、FAX26-5899

■彦根城を世界遺産に
　世界遺産登録のしくみを知る

彦根城の新しい魅力 

■彦根の歴史と文化　　　　　　　
彦根のお城
彦根のまち・道
弥生・古墳時代の歴史と文化
遺跡から学ぶ地域の歴史
大名の庭園
地図と写真でふりかえる彦根の歴史
■その他

勾玉づくり
旧井伊神社社殿
彦根の日本遺産（彦根城、玄宮楽々園、お浜御殿）

申込・問い合わせ先　　教育委員会彦根城世界
遺産登録推進課☎26-5834、FAX27-3554

申込・問い合わせ先　　教育委員会文化財課、歴
史民俗資料室☎26-5833、FAX26-5899

■彦根城を世界遺産に
　世界遺産登録のしくみを知る

彦根城の新しい魅力 

■彦根の歴史と文化　　　　　　　
彦根のお城
彦根のまち・道
弥生・古墳時代の歴史と文化
遺跡から学ぶ地域の歴史
大名の庭園
地図と写真でふりかえる彦根の歴史
■その他

勾玉づくり
旧井伊神社社殿
彦根の日本遺産（彦根城、玄宮楽々園、お浜御殿）

＜注意事項＞
▶テーマによって申込先や問
い合わせ先が異なります。
▶講座へ出向く地域は市内に
限ります。
▶講師謝礼は不要です。

ウィズおやこ広場を開催します
内容　乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブランコ

などの遊具をそろえ「室内ゆうえんち」を開園しま
す。広い会場で思いっきり体を動かして遊びましょ
う。

日時　4 月 14 日㈯、5 月 12 日㈯、6 月 9 日㈯　
　いずれも 10：00 〜 11：30
対象　乳幼児と保護者　　費用　無料
※事前申込は不要です。

「ウィズさんかく塾（男女共同参画セミナー）」受講生を募
集します
内容　男女共同参画社会に関するさまざまな課題に気

づくとともに、身近な地域や団体で、実践に結びつ
けるような知識や技術の習得をめざします（詳しくは
下表のとおり）。

日時　4 月 21 日㈯、５月 14 日㈪、６月２日㈯、同
23 日㈯、７月７日㈯（全 5 回）　いずれも 10：00
〜 12：00（5 月 14 日㈪のみ 10：30 〜 12：00）

対象　市内在住・在勤・在学の人
定員　30 人（先着順）　　

費用　各回 300 円（第 1 回目は無料）

申込期間　4 月 2 日㈪〜同 20 日㈮
託児　1 人 300 円（0 歳〜就学前、要予約）

※電話、FAX または直接窓口で申し込んでください。

申込・問い合わせ先　
　 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町 670）
　☎・FAX24-3529

◀
ウ
ィ
ズ
お
や
こ
広
場
の
様
子

男女共同参画センター「ウィズ」からのお知らせ

月　日

4月21日㈯

5月14日㈪

6月  2日㈯

6月23日㈯

7月  7日㈯

内　容
  開講式、彦根市男女共同参画推進事業者表彰式、テーマ「男女共同参画ってなあに？」

  まちに出よう！「彦根地方気象台でお天気博士になろう！」（訪問先：彦根地方気象台）

 「私の不登校記」道は一つではない

   公開講演会　東アジアの非婚化時代に生きる「おひとりさま」事情

  テーマ「男女共同参画社会からみた  子ども狂言の世界」、閉講式

ウィズさんかく塾　日程表

第　22
回
滋
賀
県
ミ
シ
ガ
ン
州

友
好
親
善
使
節
団
員

︿
趣
旨
﹀
滋
賀
県
の
姉
妹
州
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州

へ
、
県
民
か
ら
な
る
友
好
親
善
使

節
団
を
派
遣
し
ま
す
。
ミ
シ
ガ
ン

州
内
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
生
活

体
験
、
姉
妹
都
市
と
の
交
流
な
ど

を
通
じ
て
国
際
理
解
や
友
好
親
善

を
深
め
ま
す
。
今
回
は
、
現
地

で
「
滋
賀
県
と
ミ
シ
ガ
ン
州
と
の

姉
妹
提
携
50
周
年
事
業
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
彦
根
市
も
ア
ナ
ー

バ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。　
︿
派
遣
期
間
﹀

９
月
５
日
㈬
〜
同
14
日
㈮　

※
う

ち
３
泊
４
日
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ　

︿
派
遣
先
﹀ミ
シ
ガ
ン
州
内
の
都
市　

︿
対
象
﹀県
内
に
在
住
の
18
歳
以
上

（
4
月
1
日
現
在
・
高
校
生
を
除
く
）
の

健
康
な
人（
１
日
３
〜
５
時
間
程
度
の

バ
ス
移
動
に
対
応
で
き
る
こ
と
）
で
団

体
行
動
に
協
調
で
き
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
宿
泊
が
一
人
で
で
き
る
人　

︿
定
員
﹀
県
全
体
で
40
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）　
︿
費
用
﹀
未

定
（
25
〜
30
万
円
程
度
）　
︿
申
込
期

間
﹀
4
月
16
日
㈪
〜
5
月
15
日
㈫　
　

︿
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
﹀

人
権

政
策
課（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
４
階
）

☎
30-

６
１
１
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番  

※

人
権
政
策
課

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
　68
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
標
語
、
作
文

︿
内
容
﹀
青
少
年
の
健
全
育
成
や

非
行
防
止
、
更
生
の
支
援
な
ど
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
ち
な
ん

だ
標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す
。 

︿
募
集
部
門
﹀
▼
標
語　

は
が
き

に
１
人
２
点
以
内　

▼
作
文　

４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内

に
縦
書
き
。
文
頭
に
題
名
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。　
︿
対
象
﹀
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

※

小
・
中
学
生
は
学
校
を
通
し
て
募

集
し
て
い
ま
す
（
小
学
生
の
対
象
は

５
年
生
以
上
）。　
︿
応
募
期
限
﹀
５

月
９
日
㈬（
必
着
）   

︿
注
意
事
項
﹀

作
品
の
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応

募
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。　
︿
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
﹀

子
ど
も
・
若
者
課

（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７

０
）
☎
49-

２
２
５
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番　

※
郵
送
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
標
語
は
ハ
ガ

キ
、
作
文
は
封
筒
）。

▶
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
様
子
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ひ
こ
ね
元
気
計
画   

（
第
３

次
）
策
定
の
た
め
の
委
員

　

ひ
こ
ね
元
気
計
画
21（
健
康
増
進

計
画
お
よ
び
食
育
推
進
計
画
）に
関
し

て
、
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
く
た

め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
専
門
委
員
会
は
、
健
康
増
進
分

野
と
食
育
推
進
分
野
が
あ
り
、

公
募
委
員
や
行
政
、
関
係
団
体

な
ど
10
人
程
度
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

任
期　

８
月
〜
平
成
31
年
３
月

末
応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
18

歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

募
集
人
数　

若
干
人

応
募
期
限　

５
月
２
日
㈬

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
、
①
氏

名
②
生
年
月
日
③
電
話
番
号

④
応
募
動
機
⑤
希
望
す
る
委

員
会（
食
育
推
進
分
野
ま
た
は
健
康

増
進
分
野
）
を
記
入
し
、
健
康

推
進
課
の
窓
口
に
直
接
お
持

21

ち
い
た
だ
く
か
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い（
応
募
用
紙
は

健
康
推
進

課
に
あ
り
ま
す
）。

そ
の
他　

会
議
出
席
回
数
は
３
回

程
度
（
初
回
は
８
月
予
定
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
を

行
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

推
進
課
（
八
坂
町
１
９
０
０-

４　

く
す
の
き
セ
ン
タ
ー
内
）☎
24-

０

８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８

７
０
番
、

kenko@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
と

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者

︿
内
容
﹀ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
と

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
を
一
括
し
て
行
う
指
定
管
理
者

を
募
集
し
ま
す
。　
︿
公
募
要
項
な

ど
の
配
布
期
間
・
受
付
期
間
﹀
４

月
６
日
㈮
〜
６
月
７
日
㈭　
︿
指

定
期
間
﹀
２
０
１
９
年
４
月
１
日

〜
２
０
２
４
年
３
月
31
日
（
５
年

間
）　
︿
公
募
要
項
な
ど
の
配
布
場

所
﹀

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室　

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す（
公
募
要

項
の
配
布
お
よ
び
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
は
、
４
月
６
日
㈮
か
ら
で

す
）。　
︿
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
﹀

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
（
野

瀬
町
１
８
７-

４　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ 

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１
階
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０

８
０
番

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

︿
内
容
﹀家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
も

の
や
、
手
作
り
の
品
を
提
供
す
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。　
︿
日

時
﹀
５
月
４
日
（
金
・
祝
）　

午
前
10

時
〜
午
後
３
時　
︿
場
所
﹀荒
神
山

公
園
（
日
夏
町
）
荒
神
山
公
園
春
ま

つ
り
会
場
内　
︿
定
員
﹀70
ブ
ー
ス

（
先
着
順
）　
︿
出
店
料
﹀
１
ブ
ー
ス

５
０
０
円　
︿
申
込
期
間
﹀４
月
２

日
㈪
〜
同
20
日
㈮
（
必
着
）　
︿
申

込
先
﹀

生
活
環
境
課
（
〒
５
２
２

-

０
０
７
４　

大
東
町
２-

28
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３

９
５
番　

※
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥
搬
入

に
使
用
す
る
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
⑦

出
店
希
望
日
を
、
返
信
の
表
面
に

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を
そ

れ
ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。　
︿
問
い
合
わ
せ
先
﹀夢
畑

実
行
委
員
会
☎
０
９
０-

２
３
５

７-
９
２
９
６
番

彦
根
市
身
体
障
害
者
更
生
会

歩
行
訓
練
と
親
睦
旅
行

︿
内
容
﹀身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
を
対
象
に
、
歩
行
訓
練

と
親
睦
を
兼
ね
た
バ
ス
旅
行
を
実

施
し
ま
す
。　
︿
日
時
﹀
６
月
９

日
㈯　

彦
根
市
内
を
午
前
７
時
30

分
に
出
発（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）　
︿
行
き
先
﹀
名
古
屋
市

科
学
館
、
名
古
屋
港
水
族
館
（
愛

知
県
名
古
屋
市
）　
︿
対
象
﹀
市
内
在

住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る

人
、そ
の
付
添
人　
︿
費
用
﹀
会
員

４
、
５
０
０
円
、
会
員
以
外
６
千

円　
︿
申
込
期
限
﹀
４
月
13
日
㈮　

︿
そ
の
他
﹀
年
会
費
１
、２
０
０
円

で
入
会
で
き
ま
す
。　
︿
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
﹀
彦
根
市
身
体
障
害

者
更
生
会
事
務
局
（

障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

７

８
８
８
番
（
月
、
水
、
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
）

▲ひこね市文化プラザ▲みずほ文化センター

教室名 期間・回数・時間 受講料対象・定員
5月～7月　金曜日（全10回）

A 14：00～15：00
B 15：30～16：30

16 歳以上
A、B それぞれ 25 人 7,000 円ヨガ

稲枝商工会館
（稲部町）

会場

5月～7月　月曜日（全12回）
10：00～11：30

16 歳以上
25 人 9,500 円太極舞＆ヨガ

5月～7月　水曜日（全12回）
19：00～20：00

①小学生以上
②親子
③16 歳以上
①②③あわせて 25 人

①  4,800 円
②14,400 円
③  9,600 円

トランポビクス

5月～7月　水曜日（全12回）
10：00～11：30

16 歳以上
25 人 9,500 円エアロビクス

5月～7月　日曜日（全10回）
13：30～16：00

小学生～大人
15 人

（小・中学生：10 人
高校生以上：5 人）

8,000 円
（入会金を含む）セーリング 松原水泳場沖

（松原町）

１

２

３

４

５

スポーツ教室受講者を募集します

　健康増進、体力維持、心身のリフレッシュやスポ一ツ
の魅力を体感するなど、春からのスポーツ教室に参加し
てみませんか。

申込方法　⑴か⑵のいずれかの方法で申し込んでください。
⑴（一社）彦根市スポ一ツ協会事務局窓口（稲枝商工会館１階）

　返信用はがき、または、はがき代 62 円をお持ちください（受
付時間は 9：00 〜 17：00)。

⑵往復はがき
　往復はがき往信の裏面に、①受講希望教室名（1 〜 5、※ 1 の場
合は A または B を、3 の場合は①〜③を選択してください）②受講生氏
名③年齢（生年月日）④郵便番号⑤住所⑥電話番号を、返信の表面
に、①郵便番号②住所③氏名をそれぞれ書いて、（一社）彦根市ス
ポーツ協会事務局に申し込んでください。

申込期間　⑴、⑵とも 4 月 2 日㈪〜同 20 日㈮（消印有効）

※申込者多数の場合は、抽選のうえ、受講者を決定し通知します。
※いずれの教室も託児は行いません。

問い合わせ先　教室１〜４：（一社）彦根市スポ一ツ協会事務局
（〒 521-1113　稲部町 607-1）☎ 30-9674、教室 5：（一社）彦
根市スポ一ツ協会事務局または彦根市セーリング協会事務局（前
川さん）☎ 22-7234

　彦根市体育協会は、「（一社）彦根市スポ一ツ協会」へと組織を変更
し、５月より、新たにスポーツ教室を開催します（下表のとおり）。

稲枝東小学校
聖泉大学

JR稲枝駅

稲枝商工会館

←
JR 能登川駅

JR 彦根駅→

（一社）彦根市スポーツ協会主催
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

男性介護者のつどい
「彦根こんき会」

4月9日㈪
10：30～15：00

認知症の家族を介護する男性同士で語り合いましょう。
気軽にご参加ください。途中からでも参加できます。
費用：200円（昼食代は別途必要）
家族の会滋賀県支部（小宮さん）
☎080-3797-4530

　 市 民 交 流 セ ン タ ー
（ 里 根 町 ）
図 書 学 習 室

街 中 サ ロ ン 4月12日㈭、同28日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話して
情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流しましょう。
NPO 法人彦根育成会☎20-9114、ＦＡX49-9115

がん患者サロン
「 り ら く 彦 根 」

4月24日㈫
13：00～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
3 階 講 堂

がん患者やその家族の交流の場です。がんと向き合ってい
る人同士だからわかり合える思いを共有しましょう。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

彦根市の地域医療を守る会
第 5 1 回 勉 強 会

4月21日㈯
10：00～11：30

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
医 療 情 報 セ ン タ ー

「薬の謎を考える～クスリをリスクにしないために～」を
テーマに、薬剤師さんからお話を聞きます。
費用：100 円
彦根市の地域医療を守る会（川村さん）☎・FAX24-6300

スカーレット・ウインド・オーケストラ
第10回記念定期演奏会
「 朱 音 祭 」

4月22日㈰
14：00～

（開場　13：15）

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）
グ ラ ン ド ホ ー ル

【曲目】蘇る火の鳥、雲海の詩、NHK 大河ドラマ「おんな
城主 直虎」より天虎～虎の女～ ( ピアノ：中嶋　雫）、シング・
シング・シングほか　※入場無料、全席自由
スカーレット・ウインド・オーケストラ
　 scarletwo@yahoo.co.jp

4月10日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200 円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

元気21歩こう会
4月21日㈯

9：00～10：30
（集合 9：00）

千 鳥 ヶ 丘 公 園 駐 車 場
( 平 田 町 )

ぼたん桜を見ながら歩きましょう。
費用：100 円（保険代など）

「ひこね元気クラブ 21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

主催　彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080
　行事によっては定員に達している場合がありますので、彦根市ホームページをご覧いた
だき、各団体にご確認ください。

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
彦根城博物館　テーマ展「柳桜をこきまぜて－柳と桜のデザイン－」
第 2 1 回 彦 根 エコーオーケストラ定 期 演 奏 会
あふみヴォーカルアンサンブル　イースターコンサート2018
『 春 の 訪 れ を 合 唱 と チェン バ ロ と 共 に 』
大阪音楽大学出張講座
オペラ物知り講座　in　ひこねVol.11「ばらの騎士」
彦根城博物館　特別公開「国宝・彦根屛風」

第 4 9 回 彦 根 洋 画 協 会 展

第 6 3 回 彦 根 写 真 連 盟 展
2 0 1 8 ダ ン シ ン グ ギ ャ ラ ク シ ー 滋 賀
ス カ ー レ ット・ウ イ ンド・オ ー ケ スト ラ
第 1 0 回 記 念 定 期 演 奏 会「 朱 音 祭 」
彦根JOYジュニアオーケストラ　第12回コンサート
彦根おやこ劇場
第113回例会「火曜日のごちそうはひきがえる」＆十才式
ひこね演劇鑑賞会
劇団NLTプロデュース「しあわせの雨傘」公演
花 塚 祭 と 翠 香 流 い け 花 展
彦 根 児 童 合 唱 団 　 第 5 0 回 定 期 演 奏 会
近江の春　びわ湖クラシック音楽祭2 0 1 8
「びわ湖ホール声楽アンサンブル」彦根公演

開催中～4月10日㈫
4月1日㈰

4月1日㈰

4月8日㈰

4月13日㈮～5月8日㈫

4月13日㈮～同15日㈰

4月19日㈭～同22日㈰
4月22日㈰

4月22日㈰

4月22日㈰

4月22日㈰

4月24日㈫

4月29日(日・祝)
4月29日(日・祝)

4月30日（月・振）

彦 根 城 博 物 館
文化プラザ・エコーホール

文化プラザ・メッセホール

文化プラザ・エコーホール

彦 根 城 博 物 館

市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー

市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー
ひこね燦ぱれす・多目的ホール

文化プラザ・グランドホール

文化プラザ・エコーホール

文化プラザ・メッセホール

文化プラザ・グランドホール

市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー
文化プラザ・エコーホール

文化プラザ・エコーホール

有料
有料

無料

有料

有料

無料

無料
有料

無料

無料

無料

無料

無料
無料

有料

※

※ 観戦は中学生以下が無料、同伴の保護者も1名は無料です。

8：30～17：00(入館は16：30まで)
14：00～(開場13：30)

14：00～(開場13：30)

14：00～(開場13：30)

8：30～17：00(入館は16：30まで)

9：30～17：00
(初日は9：00から、最終日は16：30まで)
10：00～17：00(最終日は16：00まで)

10：30～16：00

14：00～(開場13：15)

14：00～(開場13：30)

18：20～(開場18：00)

18：30～(開場18：00)

9：00～17：00
13：30～(開場13：00)

14：00～(開場13：30)

（要整理券）

（会員制）

（会員制）

第108
回

消費生活センターつうしん

申
込
み
を
す
る
前
に

　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

彦根市消費生活センター
☎ 30-6144（平日 9:00 〜 12:00、13:00 〜 16:15）

※今後の相談に役立てるため、相談受付時に、氏名、
住所、電話番号、性別、年齢、職業などの個人情
報をお聞きします。差し支えのない範囲でご協力
をお願いします。

消費者ホットライン　　局番なしの「１
い や や

８８」
※メッセージの案内に従って、居住地の郵便番号を

入力してください。最寄りの相談窓口に電話がつ
ながります。

新
年
度
は
、「
何
か
始
め
た
い
」「
こ
ん
な
こ
と
を
し

て
み
た
い
」
と
、
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
習
い
事
な

ど
新
た
な
挑
戦
を
考
え
る
こ
と
が
多
い
時
期
で
す
。

申
込
み
を
す
る
前
に
、
契
約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
い
っ
た
ん
契
約
を
結
ぶ
と
、
原
則
と
し
て
そ
の
契

約
内
容
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
方
的
に
契
約
を

や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

基
本
的
な
チ
ェ
ッ
ク

何
を
い
く
つ
買
う
の
か
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
の
か
、
明
確
で
す
か
。

代
金
は
い
く
ら
で
す
か
。
そ
の
ほ
か
、
今
後
支
払
う

費
用
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
分
割
払
い
の
場
合
、
総
額

は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

口
頭
で
説
明
さ
れ
た
こ
と
や
約
束
し
た
こ
と
は
、
契

約
書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

解
約
に
つ
い
て
の
契
約
条
項
は
あ
り
ま
す
か
。
違
約

金
や
損
害
賠
償
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
通
信
販
売
で
は
解
約
や

返
品
が
で
き
る
か
ど
う
か
や
、
で
き
る
場
合
の
条
件

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

事
業
者
の
名
称
、
住
所
、
電
話
番
号
、
代
表
者
名
は

書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

長
期
間
に
わ
た
る
契
約
の
チ
ェ
ッ
ク

中
途
解
約
が
で
き
る
契
約
で
す
か
。

契
約
書
に
中
途
解
約
す
る
際
の
条
件
は
書
か
れ
て
い

ま
す
か
。

中
途
解
約
し
た
場
合
の
清
算
方
法
、
違
約
金
な
ど
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
か
。

子ども読書の日記念　春のおはなし会

内容　絵本の読み聞かせ、手遊び、読書ノート作り 
日時　4 月 28 日㈯　10：30 〜 11:30
場所　市立図書館（尾末町）第１集会室
対象　4 歳以上の子どもと保護者
定員　20 組（先着順）

持ち物　はさみ、のり、色ペン
申込開始日時　4 月 3 日㈫ 10：00 〜 
※開館時間中に図書館の窓口か電話で申し込んでください。 
問い合わせ先　市立図書館☎ 22-0649、FAX26-0300
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大
名
の
身
分
序
列
を
示
す
も
の
に
官
位

が
あ
り
ま
す
。
官
位
と
は
、
も
と
は
古
代

の
律
令
制
下
に
お
け
る
官
人
の
序
列
制
度

で
、
職
（
官か

ん

職し
ょ
く)

と
位
（
位い

階か
い)
か
ら
な
り

ま
す
。
江
戸
時
代
で
も
、
官
位
は
江
戸
城

の
席
次
、
大
名
の
序
列
を
決
定
す
る
重
要

な
も
の
で
し
た
。
本
来
、
大
名
の
官
位
は

家
柄
に
よ
り
固
定
的
な
も
の
で
す
が
、
勤

功
を
賞
し
て
の
昇
進
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、

大
名
か
ら
将
軍
側
近
ら
へ
の
昇
進
願
い
が

出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

彦
根
藩
井
伊
家
10
代
当
主
直
幸(

１
７

３
１
〜
１
７
８
９)

は
、
家
格
意
識
が
高
く
、

他
大
名
と
の
序
列
を
あ
ら
わ
す
官
位
の
上

昇
や
、
将
軍
家
の
儀
礼
で
特
別
な
御ご

用よ
う

を

勤
め
る
こ
と
に
腐
心
し
ま
し
た
。
直
幸
は
、

大
老
職
を
勤
め
た
４
代
直な

お

興お
き

以
降
、
そ
の

後
の
当
主
の
官
位
が
井
伊
家
の
家
格
に
見

合
っ
て
い
な
い
と
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、

井
伊
家
の
家
格
復
興
へ
の
強
い
意
欲
か
ら
、

井
伊
家
と
ほ
ぼ
同
じ
家
格
の
家
で
あ
る
会あ

い

津づ

藩
主
松
平
容か

た

頌の
ぶ

と
官
位
昇
進
を
競
い
ま

し
た
。

宝
暦
10
年(

１
７
６
０)

９
月
、
直
幸
は
、

将
軍
の
代
理
と
し
て
上
洛
す
る
「
京
都
上

じ
ょ
う

使し

」
を
勤
め
ま
し
た
。
こ
の
重
要
な
役
を

勤
め
た
褒
美
と
し
て
、
官
位
が
従じ

ゅ

四し

位い

下げ

侍じ

従じ
ゅ
うか
ら
従
四
位
下
左さ

近こ
の

衛え

少し
ょ
う

将し
ょ
うへ
と

昇
進
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
、
直
幸
は
同
年

３
月
に
京
都
上
使
役
を
容
頌
と
と
も
に
勤

め
る
は
ず
で
し
た
が
、
養
父
の
重
病
の
た

め
役
を
返
上
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
、
容

頌
が
先
に
少
将
に
昇
進
し
て
両
名
の
序
列

が
逆
転
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
直
幸
も

少
将
に
昇
進
さ
れ
た
と
は
い
え
、
同
格
の

家
の
大
名
に
先
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
家

格
を
重
視
す
る
直
幸
に
と
っ
て
屈
辱
的
な

こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

容
頌
に
官
位
を
追
い
越
さ
れ
た
直
幸
は
、

次
に
官
位
昇
進
が
可
能
な
機
会
に
、
そ
れ

を
逆
転
す
べ
く
老
中
ら
に
働
き
か
け
ま
す
。

そ
の
機
会
と
な
っ
た
の
が
、
将
軍
家
の
跡

継
ぎ(

若わ
か

君ぎ
み)

が
宮
参
り
し
た
帰
り
に
井

伊
家
屋
敷
に
立
ち
寄
る
の
を
迎
え
た
御
用

(

若
君
御お

成な
り)

で
し
た(

写
真)

。
こ
の
御
用

は
、
徳
川
家
筆
頭
家
臣
で
あ
る
井
伊
家
の

み
が
勤
め
る
役
で
あ
り
、
直
幸
は
老
中
松

平
輝て

る

高た
か

に
働
き
か
け
て
、
容
頌
よ
り
上
位

の
官
位
と
な
る
従
四
位
上じ

ょ
う

左
近
衛
少
将

に
昇
進
し
た
の
で
す
。

直
幸
の
官
位
は
、
最
終
的
に
正

し
ょ
う

四
位
上

左
近
衛
中ち

ゅ
う

将じ
ょ
うに

ま
で
昇
進
し
ま
し
た
。
井

伊
家
歴
代
は
２
代
直な

お

孝た
か

の
例
に
よ
り
、
こ

の
官
位
ま
で
昇
進
で
き
た
か
ら
で
す
。
安

永
７
年(

１
７
７
８)

に
正

四
位
上
に
昇
進
し
た
の
は
、

家
格
の
勤
め
向
き
を
残
ら

ず
勤
め
、
50
歳
に
達
し
た

か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

年
齢
が
昇
進
の
理
由
と
な

る
の
は
井
伊
家
の
先
例
に

は
な
く
、
他
家
の
実
例
を

参
照
し
て
老
中
ら
に
願
い

出
た
結
果
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
直
幸
は
、
幕
府

御
用
を
記
し
た｢

式し
き

書し
ょ

｣

の
整
備
に
も
尽
力
し
ま

し
た
。
式
書
と
は
、
井
伊

家
当
主
が
幕
府
行
事
に
臨

ん
だ
際
の
行
動
記
録
で
す
。

行
事
ご
と
に
当
主
の
行
為
な
ど
を
記
録
し

た
も
の
で
、
後
代
に
同
様
の
式
に
臨
む
際
、

先
例
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
幕
府
で

は
大
名
の
処
遇
な
ど
諸
事
に
わ
た
り
先
例

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
大
名

家
側
で
は
熱
心
に
先
例
を
記
録
し
た
の
で

す
。
先
例
記
録
の
蓄
積
は
、
家
格
復
興
の

一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
ま
す
。

天
明
４
年(

１
７
８
４)

11
月
28
日
、
直

幸
は
大
老
職
に
就
任
し

ま
し
た
。
す
で
に
前
年
、

行
事
の
際
に
は
江
戸
城

内
の
老
中
の
執
務
室

「
御ご

用よ
う

部べ

屋や

」
に
入
る
こ

と
の
で
き
る
「
御
用
部

屋
入い

り
」
と
い
う
立
場

に
就
い
て
お
り
、
こ
れ

は
大
老
職
の
前
段
階
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
老
職
に
就
任
し

た
直
幸
は
、
４
代
直
興

が
就
い
た
家
格
に
ま
で

再
び
到
達
し
た
と
い
う

思
い
を
抱
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

(

彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

太
田
黒
真
美)

井
伊
直な

お

　ひ
で幸

、
家
格
復
興
へ
の
思
い

写
真
の
作
品
は
、
常
設
展
示
「
古
文
書

が
語
る
世
界
」
で
、
４
月
11
日
㈬
～
６

月
11
日
㈪
ま
で
展
示
し
ま
す
。（
期
間

中
無
休
）

第260回

写真：若君様御宮参帰途御成ニ付諸事直勤之式書(坤)

開館時間　８：30～17：00（入館は 16：30 まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に展示を行って
います。

-常設展示の名品-

4月11日㈬～6月11日㈪　
うもれ

やなぎさくら

ギャラリートーク 　
4月14日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：講堂・展示室1(講堂に集合)

観覧料が必要

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

特

　別

　公

　開

4月10日㈫まで

「柳桜をこきまぜて　―柳と桜のデザイン―」
「見渡せば柳桜をこきまぜて」というように、春を彩る花木と
して和歌にも詠まれた柳と桜。美術工芸品に見る柳と桜の競演
をお楽しみください。

テ
ー
マ
展

　埋木材 (うもれぎざい )に金属粉を蒔 (ま )き、色
絵の陶板を嵌入 (かんにゅう)して象の図柄を表した
硯箱。箱内には、瓢箪 (ひょうたん ) 形の硯と夕顔
形の水滴が据えられています。
　小川破笠は、
江戸時代中期に
江戸で活躍した
漆芸師です。

▲風俗図（彦根屛風）

■4月10日㈫～同12日㈭は展示替えのため一部閉室
しています。

4月13日㈮～5月8日㈫

「国宝・彦根屛風」
近世初期風俗画の傑作、国宝・彦根屛風を特別公開します。

「埋木象文硯箱（小川破笠作）」
ぎ ぞうもんすずりばこ お がわ りつは

埋木象文硯箱▶

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、全て税込価格です。

指定

【5月20日㈰ 9：00～ 予約開始】
ひこね市文化プラザ特別価格 3,000 円
※3 歳以上有料。３歳未満は保護者 1 人につき
　子ども 1 人まで膝上無料（席が必要な場合は有料）。
※友の会会員先行発売あり
　詳細は当館までお問い合わせください。

4月の休館日　2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪

　お子さまとしまじろうが
協力して進む、参加型の
ストーリー! 声を出したり、
応援したりして、一緒に探
検している気分で思わず
夢中に !「ドレミのうた」
など、おなじみの歌・ダン
スがたくさん登場し、 思い
っきり体を動かしながら、
全身で楽しめます。

9月16日㈰ 13：30  / 16：30　グランドホール

しまじろうコンサート

「たんけん！うみのワンダーランド」

エコーホール
ピアノメンバー募集！！

　エコーホールの優れた建築音響で、外国製フルコンサー
トピアノを使用した練習をしてみませんか（メンバー登録制 ）。

【登録期間】初回登録日～ 3 月末日
【登録資格】小学生以上のピアノ演奏家、学習者、愛好者

　　　　 ※小・中学生は保護者同伴
【登録料】2,000 円
【使用可能日】指定日の 9：00 ～ 21：00（月に 3 ～ 4 回）
【使用ピアノ】スタインウェイ 274、ベーゼンドルファー

D275
【利用料金】
　1 時間：3,500 円、1 時間 30 分：4,500 円
　2 時間：5,000 円、2 時間 30 分：6,000 円
　3 時間：7,000 円
　※ホール、空調、照明、ピアノ料金を含む

【申込方法】
　ひこね市文化プラザに設置
してある募集チラシよりお申し
込みください。ひこね市文化
プラザのホームページからも
ダウンロードいただけます。
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春
は
山
火
事
の
季
節

　

毎
年
、
春
は
山
火
事
（
林り
ん

野や

火
災
）
が
多
発
す

る
時
期
で
す
。
春
の
山
は
枯
葉
が
地
上
に
積
も

り
、
下
草
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
ま
た
降
水
量

が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季
節
風
が
吹
く

な
ど
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
条
件
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
田
畑
で
は
火
入
れ
が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
山
菜
採
り
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
、
入
山
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
原
因
で
、

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

原
因
の
多
く
は
人
為
的
な
も
の

　

平
成
28
年
中
の
全
国
で
の
林
野
火
災
の
出
火

原
因
は
、「
た
き
火
」
が
３
０
９
件
で
全
体
の

約
30
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
次

い
で
「
火
入
れ
」、

「
放
火
（
疑
い

を
含
む
）」、「
た

ば
こ
」
の
順
と

な
っ
て
お
り
、

林
野
火
災
の
多

く
は
人
為
的
な

も
の
が
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
森
林
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
！

備えよう住宅用火災警報器
１０年経ったら取り替えましょう！

救急車は限りある資源です
適正な利用にご理解・ご協力をお願いします！

0

50

100
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200
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300

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

林野火災の月別出火件数（平成 28年）

出典：平成29年総務省 
　  消防白書

（件）

10月 11月12月

69

115

257

168 163

42
15

115

15 22 11 12

　森林は、地球温暖化の主な原因である二酸化炭素を吸収し、生命に必要な酸素
を供給する貴重な資源です。一度焼失してしまうと、その回復には長い年月と多
くの労力が必要です。
　林野火災は皆さん一人ひとりの注意で防ぐことができます。貴重な人命や財産
を火災から守るため、林野での火気の取り扱いに注意しましょう。

林野火災を未然に防ぐ　６つのポイント

①枯草などがある火災が起こりやすい場所では、たき火をしない
②喫煙は指定された場所で行い、吸い殻は消して、投げ捨てない
③バーベキューなど火気を使用する場合は、指定された場所で行い、使用後は完全に消火する
④各自のごみは、指定された場所に捨てるか持ち帰る
⑤火気を使用する場合は、周囲の状況に注意して、消火用の水などを必ず準備する
⑥強風時および乾燥時には、たき火や火入れをしない

備えていますか？住宅用火災警報器
　現在全ての住宅に、住宅用火災警報器の設置が義務付けられてい
ます。大切な我が家、大切な家族を火災から守るため、住宅用火災
警報器を設置しましょう。
　すでに住宅用火災警報器を設置している家庭は、日頃の点検とお
手入れを実施しましょう。住宅用火災警報器は 10 年を目安に本体
ごと取り替えましょう。
＜住宅用火災警報器の設置が義務付けられている場所＞　　　　
▶寝室
▶寝室が２階などにある場合は、その階段上部
＜取付位置＞
▶壁または天井
※取付位置の詳細については、取扱説明書や各
　メーカーのホームページをご確認ください。
　彦根市ホームページにも掲載しています。

ご注意ください！
火災多発中

　１月から、 消防本部管内
で、住宅が全焼する火災が続
いています。おやすみ前、お
出かけ前には、火の元をもう
一度確認し、より一層の火災
予防に皆さんのご協力をお願
いします。
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彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427
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あなたの暮らしを
　　ちょっとおたすけ

「買い物おたすけ本」が完成しました
　高齢者や障がいのある人など、買い物に不自由を感じている人を支援
するため、市内で宅配や訪問などのサービスをしている店や事業所の情
報をとりまとめて、買い物の手助けとなる「買い物おたすけ本」を作成
しました。
設置場所　( 社福 ) 彦根市社会福祉協議会の窓口に設置しています。
※ ( 社福 ) 彦根市社会福祉協議会ホームページ（http://www.hikone-shakyo.

or.jp）からもダウンロードができます。気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先
　( 社福 ) 彦根市社会福祉協議会地域福祉課（平田町 670　 福祉センター 　
別館）☎ 22-2821、FAX22-2841

配達・訪問・送迎サービス情報冊子

▲ひこにゃんが目印です

　日本人は、友達や知り合いを増やしたいと思ったと
き、どんなことをしているのでしょうか。多くの人は
サークル活動に参加したり、習い事を始めたり、地域
でボランティアをしたりするのではないかと思いま
す。自らアクティブに行動することにより、さまざま
な場所で繋がりが出来て、新しい「友達の輪」が生ま
れてくるのでしょう。
　一方、ブラジルでは、日本人のように「新しい輪を
作る」ということよりも、「今ある輪を広げる」という
傾向があるのではないかと、来日してから感じるよう
になりました。
　学校の友達や職場の友達、地域の友達など、それぞ
れのグループの仲間がいて、その人たちとは別々に交
わることがあるようですが、ブラジルではこういった
付き合い方が少し異なる気がします。例えば、学校の
友達が企画した集まりでは、その学校の人が会ったこ
とのない友達を誘って一緒に遊びに行くこともある
し、パーティーなどを開く時には、家族のメンバーに
加え、仕事の知り合いやサークルの友達などを招いて、

一緒に祝うことも普通に行われます。また、交際する
パートナーが出来ると、すぐ家族にその人を紹介し、
友達や職場の集まりにも一緒に参加することは珍し
くありません。このように、ブラジル人は自分の知っ
ている人をどんどん繋げていく傾向がありますので、
新しい出会いも自然に増えます。もちろん、日本でも
知人に友達を紹介することはあると思いますが、特別
な理由がなくても互いに紹介し合うブラジルとは、少
し違う感じがします。
　また、日本では同窓会や自治会のような、ある共通
点を持つ人の集まりがいろいろありますが、ブラジル
ではこういった集まりは比較的少ないです。このよう
な集まりが多いのも、日本の社会の特徴が見られるの
ではないかと思います。
　国によって社会の仕組みは異なっており、外国で身
につけたコミュニケーションの取り方やマナーなど
が日本では通用しない時もあるので、出会いの場がな
く、友達を作るのに苦労している外国人もいるのでは
ないかと思います。一方で、海外に行って、その国で友
達があまりできなかった日本人もきっといるでしょ
う。
　このような違いを理解し、時には自分の見方を変え
る必要があるかもしれません。いずれにしても、人間
は一人では生きていけないので、誰もが自分の友達の
輪を広げていけたらいいですね。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】　　

ナターリャ
　　の部屋

第45回

友達の輪
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

ぴ よ ぴ よ サ ロ ン

助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何で
も気軽に話しましょう。
日時　4 月 25 日㈬
　　　10：00 〜 11：30
　　　（受付 9：45 〜 10：00）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある 2 〜 3 か月児とその保

護者
持ち物　母子健康手帳、バス

タオル（おくるみも可）

〜低栄養予防の食生活アドバイス〜

加齢に伴う心身のさまざまな変化などで栄養不足
にならないためにも、この機会に相談してみませんか。
日時　5月21日㈪　いずれも 9：00 〜、10：30 〜
　　　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相

談を受け付けています。

栄 養 相 談

対象　市内に住民登録を有する 40 歳以上の人（平成31年3月31日現在）

受診期限　平成 31 年 3 月 30 日㈯
※予約受付期間は、医療機関によって異なります。お早めに予約してくだ

さい。
検診項目
▶40〜49歳　問診、マンモグラフィ（2方向）

▶50歳以上　 問診、マンモグラフィ（1方向）

※結果は受診した医療機関から直接届きます。

※乳がん検診は、上記以外に滋賀県内の指定医療機関でも受診できるよう
になりました。詳しくは、彦根市ホームページをご覧いただくか、 健
康推進課にお問い合わせください。

対象　市内に住民登録を有する 20 歳以上の人（平成31年3月31日現在）

受診期限　平成 31 年 3 月 30 日㈯
受診方法　検診料 500 円を持って、直接医療機関で受診してください。

※子宮頸がん検診は、上記以外に滋賀県内の指定産婦人科医療機関でも受
診できます。詳しくは、彦根市ホームページをご覧いただくか、 健康
推進課にお問い合わせください。

乳がん・子宮頸がん検診　
▶妊娠中の人、妊娠の可能性が

ある人
▶自覚症状のある人、乳房や婦

人科の病気で治療中、経過観
察中の人

乳がん検診
▶ペースメーカーを入れている

人、豊胸術、形成術などをし
た人、脳室・腹腔シャント手
術をした人、授乳中の人（断乳
後、6 か月未満の人を含む）

子宮頸がん検診
▶生理中の人、子宮を全摘出し

た人

①市県民税非課税世帯の人　（「健
康診査受診料免除票」が必要です。
印鑑をお持ちの上、 健康推進課の
窓口で申請してください）

②生活保護法による被保護世帯
の人

　（「生活保護受給証明書」が必要です。
印鑑をお持ちの上、 社会福祉課の

窓口で申請してください）

③一定の障害のある 65 〜 69
歳の後期高齢者医療制度の加
入者

④がん検診無料クーポン券対象
の人

⑤検診当日、70 歳以上の人
※受診後に、検診料の減免はでき

ません。

指定医療機関 電話番号 予約

不要

必要

足立レディースクリニック（佐和町）
神野レディスクリニック（中央町）
神野レディスクリニック アリス（八坂町）
神野レディスクリニック ソフィア（川瀬馬場町）
はやし婦人クリニック（竹ケ鼻町）

彦根市立病院（八坂町）健診センター
KKCウエルネスひこね健診クリニック（駅東町） 
山下医院（長曽根町）

彦根中央病院（西今町）

☎050-3541-2265

☎22-6216

☎22-6058

☎24-5290

☎23-1211

☎22-2155

☎29-9025
☎25-5566
☎26-0528

指定医療機関 電話番号 予約

必要
KKCウエルネスひこね健診クリニック（駅東町）
彦根市立病院（八坂町）健診センター
豊郷病院（犬上郡豊郷町）

☎050-3541-2265
☎22-6058
☎35-3001

乳がん・子宮頸がん検診（医療機関検診）

受診方法が変更しました

①指定医療機関へ電話で予約する
②検診料 500 円を持って受診する

乳がん検診

子宮頸がん検診

次の人は
検診料が無料になります

次の人は彦根市の検診を
受診できません

　乳がん・子宮頸がん検診は、2 年に１回の検診です。集団検診を含めて、平成29年4月１日から平成30年
3月31日の間に、彦根市の乳がん・子宮頸がん検診を受けた人は、今年度受診できません。ただし、がん検
診無料クーポン券対象者は受診できます。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円（1 号あたり）
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　 秘書政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398

疋
田　
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惟い

ち
ゃ
ん
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三
津
屋
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）

後
藤　

笑え

愛ま

ち
ゃ
ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

藤
本　

葵あ
お
い

ち
ゃ
ん

（
後
三
条
町
）

杉
生　

華か

音の

ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

「子育てホットライン」が
新しくなります

　4 月から「子育てホットライン」は「子育て
世代包括支援センター」として、妊娠期からの
相談も受け付けます。助産師・保健師が妊娠期
から子育て期までの不安や悩み、予防接種など
の相談に応じます。気軽にお電話ください。
子育て世代包括支援センター
　☎ 26-0192（旧子育てホットライン）

　月〜金曜日（祝日・年末・年始を除く）
　8：30 〜 17：15

子育て世代包括支援センター
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人口と世帯数
　　　　　　平成30年3 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,636 人（− 102）
　 55,833 人（− 11）

56,803 人（− 91）
46,978 世帯（− 45）

今
月
の
表
紙

彦根の文化芸術を担う子どもたちを表彰しました

「ひこね子ども文芸作品」特選受賞者表彰式
「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」表彰式

３
月
10
日
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
、「
ひ
こ
ね
子
ど
も
文
芸
作

品
」
と
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
子
ど
も
文
化
芸
術
大
賞
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
ひ
こ
ね
子
ど
も
文
芸

作
品
特
選
受
賞
者
と
作
品
は
広
報
ひ
こ
ね
３
月
15
日
号
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）。

　

ひ
こ
に
ゃ
ん
子
ど
も
文
化
芸
術
大
賞
は
、
年

間
を
通
じ
て
、
作
文
や
絵
画
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
芸
術
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た

子
ど
も
た
ち
を
表
彰
し
、
今
後
の
創
作
活
動
を

応
援
す
る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

小
学
生
80
人
、
中
学
生
50
人
の
合
計
１
３
０
人

が
受
賞
し
、
受
賞
者
に
は
表
彰
状
と
記
念
メ
ダ

ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
ひ
こ
に
ゃ

ん
も
駆
け
つ
け
、
受
賞
者
と
一
緒
に
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

春の訪れを告げる
「こも外し」と「酒絞り袋の洗い汁散布」
が行われました

３月 6 日、彦根城内（いろは松や金亀児童公園
など）の松を害虫から守るために、昨年の 11
月から巻かれていた「こも」を外す作業が、
彦根城管理事務所の職員により行われました。
　この「こも外し」は春先の「啓

けい

蟄
ちつ

3 月 6 日」
のころに毎年実施され、春の訪れを告げる彦
根城の季節の風物詩となっています。

また、同日には、松の活性化を目的に、酒
絞り袋の洗い汁の散布も行われました。洗い
汁をバケツで散布した場所からは、ほんのり
とお酒の甘い香りが漂っていました。

桜
色
の
季
節

暖
か
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
桜
が
美

し
く
色
づ
き
、
市
内
が
淡
い
ピ
ン

ク
色
に
染
ま
り
始
め
る
頃
で
す
。

こ
の
桜
色
の
季
節
を
、
お
花
見

な
ど
で
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。


